








































































































































































































































































































付け，内角の和が 18 00 になる
ことを考える。





























































































































































































































2 ぴったりと重I2 (1) rしかけとびら」のはめ込み穴との， (2)， @， @のもとになる形がか
なる三角形につ| いであるワークシートと，対象となるの， (2)， @， @の三角形の図形
いて考える。 カードを一人ひとりl唱耐することで，樹乍を通して「ぴったりと重
なる」ことを確かめやすくする。
















ワー クシー トの記述に， rずらすJr回すJr裏返す」といった聯句な
操作を意識した表現を言語化して書き込んでいる子どもを税扮すること
で，ベア待合体の翻輔副こ自信をもたせやすくする。
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「ぴったりと重なるJ三角形についてワーク、〉・トに自分の考えが書
けた子どもには脚枕樹怜安す説朋のキーワードに丸却を付けさせ
たり，医彫カ}ドと脚句な掛字を表す説明のキーワードカ糊志している
ところを線や矧1な民講び付けさせたりすることで，根拠を明ら糾こ
しながら考えを説明しやすくする。
予想される子どもの考え
(考え1)@の三角形が「ぴったりと重なる」
-期擦に，ワークシ』トの上にぴったりと蛍2てし唱。
・「回して，ずらしたJrぐるっと巨眠させて，移動したJなど" rずらすJr!Etす」といっ
t~梯qt~剰乍を表す言葉を書き込んでいる。
・ー恒転した線・矢印などを用いで，ワ}クシ』ド上のもとになる形と医彫カードを紘附
けて糠作した軌跡を表している。
(考え2)むの三角形が「ぴったりと重なるJ明日犀し)
・調擦に，ワークシ』トの上にぴったりと劃立ている。
・「裏返して，ずらしたJrぽたんとひっくり返して，移動した」など， fずらすJr裏注すJ
といった脚恰操作を表す言葉を書き込んでいる。
-事犀した三角形や線・矢印などを用いて，ワ}クシ』ド上のもとになる形と区彫カードを
結び付けて樹乍した軌跡を表している。
3 ぴったりと重I3 (1)自分の考えがもてたところで，席が隣司土の友達とワーク、ンートヰ掴
なる三角形につ| 形カードを用いて自分の考えを説明Lぶえ合うベアbークの活動を取
いて話し合う。 り入れることで，繰り返し搬酌な掛字を行いながら自分の考えを確か
めたり，全体司苦し合いをする活動に向けて自信をもたせたりしそ寸
くする。
(2)ベアトークによる脱明¢糠には「自分と考えが同じカ漣う州「図
形カードの般的、し方の共通点はどこかオなどの視点を示すようにする
ことで，自分なりの考えを隣の友溜こ伝えたり，友達の考えを受け止
めたりしやすくする。
(3)ワークシ』トに書き込んだ自分の考えの説朋広糠には匡彫カードと
蜘t~劇学を表す説明のキーワードが姉忘しているところを指し示し
ながら揃句に脱朋させるようtこすることで，友溜こ的の考えを伝え
やすくする。
(4)翻月を板劃こ位町サける際には脚旬な樹俺表す説明のキーワード
を1つ1ぐ極膨カードι滅的ミし方に姉E、させながら取り上げていくこ
?????
とで，師。な樹宇と操作を表す言語を通して考え崎拠を明ら糾こし
やすくする。
(5)劃明し伝え合う活動により「ぴったりと重なる」三角形について完茜
を通して明らカヰこなったところで，区間惨を次のような四角形に変え，
「ぴったりと重なる」四角形にっし、ても三角形と同じように「ずらす」
「冒すJi裏返す」といった動的な樹乍を通して考えさせることで，
「ぴったりと重なる」医彫につして考えをより明ら糾こしそ寸くする。
E1 
GO 
@の四角形が「ぴったりと重なる」
。の四角形が「ぴったりと重なる」働亙し)
(6) iぴったりと重なる」図形について考えが肩掛ヰこなった際に. i2つ
の匡捌1ぴったりと重なるときに，これらの医彫は合同であるとし、
う舗亙しの場合も含む')Jといった「創司」といった算数用語や「合
同の定義lを伝え，今後の学習場面でも使うことができるようにする。
4 本時のまとめI4 (1)板番や自分のワークシ」トをもとに自分や友達の説明のよかったとこ
をする。 I ろに着目させる寵題を掛デカ斗ナることで，耕句な操作と言語を結び付
けて「ぴったりと重なる」医彫について実感矧ことらえることができ
たことを振り返りゃすくする。
(2)これから合同な匪彫のどんなことを学習していきたいカ澗いカ斗ナるこ
とて「創司な三角形や四角形について，もっとくわしく冊くでし、こ
う」といった単元を貫く大きな課題をつカ咋やすくする。
予想される子どもの姿
α却彩カードをずらしたり，回したり，裏返したりして霜繋に重ね合わせてみると.iぴったり
と重なる」三角形や四角形をはっきりとさせることができたよ。
@2つの図形がぴったりと重なるときに，これらの図形は「創司」であるということを知った
よ。これからはもっとくわしく「創司」制覇防こっして静〈てし、きたし、仏
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l削7:蹄慢の回l
7 省察
「ものの形を認める感覚や，図形の特徴
をとらえたり性質を見いだしたりする図形
感覚をより豊かに育むためJに，本実践で
は，三角形や四角形の図形カードの「動的
な操作」を取り入れた。特に，ワークシー
トの上で操作した動きを可視化する活動を
通して，唆昧な動きを学級全体で共通認識
させ. rずらす(平行移動)J r回す(回転
移動)J r裏返す(対称移動)Jの3つの動
きに集約しながら「ぴったりと重なる(合
同)Jの意味を実感的に意識しながらとら
えさせることができたと考える。授業者は
動的な操作を言語化することにやや入りす
ぎていた反省もあるが，意図的に図形を動
的に見させることができる本単元本時の実
践を考えると，本実践が，今後，子どもた
ちがより一層豊かな図形感覚を培つでいく
1つの礎になったものと考える。
しかしながら，本実践にあたっては，本
実践の指導上の工夫点の1っとして，問題
場面のストーリー性を重視したため，もと
の図形となるべき仕掛け扉の図形を操作さ
せるのではなく，鍵となる4種類の石仮に
見立てた図形カードを操作させることにな
った。これは，もととなる図形が様々に入
れ替わり話し合いがすれ違う危険性を有し
ていた。このことは，鍵となる石板を1つ
だけにして，仕掛け扉の図形を4種類提示
し入り口を選ばせる問題場面の設定にして
おくことで解決できたと振り返る。
また，本時のめあてを焦点化し. r図形
の動かし方Jに子どもの意識を絞ってから
自力解決に移行させることで，「2つの図
形がぴったりと重なる『動かし方(動的な
操作uを明らかにしてきたい」といった，
より本時のねらいに追った学習展開になっ
たのものと考える。「今回の操作では『裏
返す(対称移動)Jを含んでよいのか，い
けないのか」といった話し合いの視点を示
して「合同の意味」を考えさせる展開も考
えられる。これらの反省点は，授業者の教
材研究の未熟さから出たものであり，今後
の課題としていきたい。
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